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Da１ 「乍恐以書付御訴訟申上候御事」（名主給ノ山返之事） 元禄元年１２月 水木村中惣百姓 御代官 状 1

Da２
「出流村半兵衛柿平村安左衞門山出入扱證文之事」（山出入内済
扱證文）

元禄５年９月 代官所
出流村半兵衞　
柿平村安左衞門

状 1

Da３ 「乍恐以口上書御訴訟申上候事」（名主給下ゲニ関スル事）
元禄９年１０月１５
日

水木村年寄　安兵衞　　他４名連
印

御代官 状 1

Da４ 「乍恐以返答書御訴訟申上候事」（田用水之事） 宝永４年５月
水木村　㐂左右衞門　　他４名連
印

御代官 状 1

Da５ 「田論出入扱證文之事」（用水出入内済證文） 宝永４年５月１５日
水木村長百姓　長兵衞　　他１０
名連印

御代官 状 1

Da６ 「乍恐以返答書御訴訟申上候事」（買取シ畑山ノ事） 正徳４年４月 牧村百姓　太兵衞 御代官 状 1

Da７ 「乍恐以書付御訴訟申上候御事」（御入用御普請願） 正徳５年１０月
野州安蘇郡水木村名主　佐左衞
門　　長百姓勘兵衞

御代官 状 1

Da８ 「覚」（去子麦取実并当丑麦作畑改被仰付差上申） 享保１８年正月
水木村名主　　組頭　　他１名連
印

御代官 状 1

Da９ 「乍恐以書付ヲ奉願上候事」（麦不作ニ付御引方願） 享保１８年３月
水木村名主　　組頭　　他１名連
印

御役所 状 1

Da１０ 「諸帳面請取申覚」(名主交代ニ付村方諸帳面請取證」
享保１８年４月１２
日

水木村　佐助 状 1

Da１１
｢野州佐野城主佐野信吉家来長嶋行豊家系図」（佐野信吉、三万九
千石、慶長十九年改易　水木村百姓長嶋家系図）

（江戸中期） 状 1

Da１２
「差上ヶ申書上之事」（田・畑地ノ質地値段・流地値段・杉丸太・松丸
太等ノ値段書上）

宝暦４年６月
下野国安蘇郡水木村名主　四郎
右衞門　　他　　組頭　　百姓代
連印

御役所 状 1
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Da１３ 「水木村小物成書上」 宝暦５年１０月
水木村名主　四郎右衞門　　他２
名連印

御役所 状 1

Da１４ （水木村小物成書上） 宝暦５年１０月
野州安蘇郡水木村名主　　四郎
右衞門　　他　　組頭　　百姓代
連印

御役所 状 1

Da１５
「乍恐以口上書ヲ御訴申上候事」（正右衞門儀竜光院女房ヲ盗取リ
候ニ付御定法通リ被仰付被下候）

宝暦６年３月
野州安蘇郡水木村名主　　四郎
右衞門　　他　　組頭　　百姓代
連印

御役所 状 1

Da１６ 「一札之事」（宝蔵寺祠堂金ノ儀ニ付）
宝暦６年１２月１２
日

宝蔵寺　　他３名連印 状 1

Da１７ 「乍恐以書付奉願上候」（御年貢上納延引仕リ申訳無ク御赦免願） 明和７年正月 水木村名主　磯右衞門　　他 御役所 状 1

Da１８ 「取扱為取替證文之事」（百姓跡弐出入内済ニ付取替シ證文） 明和７年２月
訴訟人水木村名主　磯右衞門　　
相手　四郎右衞門　　他

状 1

Da１９ 「乍恐書付を以奉願上候」（川筋御普請願） 安永８年１０月 状 1

Da２０ 「諸帳面目録」（名主交代ニ付村方諸帳面請取證 安永９年４月１７日 伊兵衞 清右衞門 状 1

Da２１ 「下野国安蘇郡水木村書上」（村高三六九石三斗五升九合） （明和〜安永） 名主　　組頭　　百姓代
前沢籐重郎　御代官
所

状 1

Da２２
「差上申済口證文之事」（村方諸夫錢ニ付惣百姓惣代ヨリ名主之相
掛リ候一件）

天明７年４月
野州安蘇郡水木村百姓惣代　豊
吉　　他５名連印

御役所 状 1

Da２３ 「預リ申金子手形之事」(金弐拾両也） 寛政８年３月 牧村　大寿院 水木村　法蔵院 状 1

Da２４ 「覚」（名主交代ニ付村方諸帳面請取證）
文化元年３月２３
日

安兵衞　　他１名 状 1

Da２５ 「乍恐以返答書奉申上候」（売掛代金滞出入旨申立候ニ付返答書） 文化５年２月１７日
野州安蘇郡水木村年寄　清右衞
門

御奉行所 状 1

Da２６ 「預リ申金子證文之事」(金壱両弐分也） 文化８年１２月 水木村　清兵衞 状 1



Da２７ 「乍恐以書付御訴訟奉申上候」（貸金滞出入訴状） 文化１３年４月 都賀郡小屋村百姓　善兵衞 御奉行所 状 1

Da２８ 「覚」（杉苗千本植附不申議定） 文政元年８月２０日 葛生町　磯八　 四郎左衞門 状 1

Da２９ 「借用申金子證文之事」（金三分也）
文政元年１２月２９
日

水木村借用人　佐五左衞門　　
他１名連印

状 1

Da３０ 「連判金借用證文之事」（金弐分弐朱也） 文政２年９月２６日 水木村借用人　藤兵衞 状 1

Da３１
「差上申御受書之事」（末代組親御本家ト奉相候間何用ノ御仰付出
茂相背申間敷候一札）

文政２年１２月１２
日

一家　吉兵衞 状 1

Da３２ 「覚」（金五両請取證） 文政５年９月２日 上仙波村　源右衞門 状 1

Da３３ 「差上申済口證文之事」（貸金滞リ出入済口證文） 文政６年４月 野州安蘇郡秋山村玉雲寺　惠明
相手名主　又三郎　　
他４名連印

状 1

Da３４ 「覚」（金壱分弐朱受取證） 文政６年４月 山ノ井伊右衞門 四郎左衞門 状 1

Da３５ 「覚」（金壱両受取證） 文政６年８月 上仙波村　源右衞門 水木村　清左衞門 状 1

Da３６
「乍恐以書付奉願上候」（百姓庄兵衛不埒ニ付捨置候テハ村方納
兼候）

文政６年８月 安蘇郡水木村村役人小前一同 状 1

Da３７ 「借用金子證文之事」（金弐両也） 文政７年５月２７日 水木村借用人　市左衞門 伊左衞門 状 1

Da３８ 「覚」（金四両請取證） 文政１２年９月 本嶋宗左衞門
水木村　清左衞門　　
他

状 1

Da３９
「乍恐以書付奉申上候」（賭ノ諸勝負二宿致シ候彦五郎他三人御吟
味方願）

文政１２年９月
水木村百姓代　吉兵衞　　組頭　
権左衞門

状 1

Da４０ 「流地相渡申畑證文之事」 天保２年１２月 状 1



Da４１
「乍恐以書付奉願上候」（水車運上壱ヶ年永百五拾文ニ被仰付被下
置度）

天保３年８月２９日 水木村年寄　定右衞門　　他 御役所 状 1

Da４２
「取締議定一札之事」（御公儀様御触急度相守リ決而御違背仕聞間
敷候依之連印致候）

天保４年８月 水木村惣小前連印 状 1

Da４３
「為取替セ議定一札之事」（借用金拾壱両也三人ニテ相談合ノ上返
済可仕議定）

天保５年４月２日
水木村　佐五右衞門　　重左衞
門

状 1

Da４４ 「覚」（水木村他二ヶ村御年貢上納ノ通知） （天保６年）１２月 状 1

Da４５
「乍恐以書付御訴訟奉申上候」（養父市左衛門死去致其以来農業
不仕、田畑山ヲ傾地ニ仕リ家出致候等不法ニ付訴訟）

（天保９年）１１月
水木村訴訟人組合惣代　伊左衞
門

相手柿平村百姓倅　
政吉　　他

状 1

Da４６ 「丑皆済目録之事」 天保１２年１２月 下野国安蘇郡水木村 状 1

Da４７ 「口書一札之事」（養育ノ小児勝蔵殿子ニ相違無御座候） 天保１３年３月 水木村百姓　彦五郎娘とく 状 1

Da４８
「乍恐以書付御伺奉申上候」（水木村名主半兵衛ヨリ組頭重蔵并小
前三一人之相掛リ候一件）

天保１３年４月 水木村年寄　四郎兵衞　　他４名 状 1

Da４９
「差上申一札之事」（名主半兵衛ヨリ組頭重兵衛相掛リ候一件ノ儀内
済ニ付一札）

天保１３年４月１９
日

水木村　民蔵　　他２８名 状 1

Da５０
「乍恐以書付奉申上候」（名主半兵衛ヨリ小前三二人之相掛差滞リ
一件）

天保１３年５月 水木村年寄　四郎兵衞　　他４名 状 1

Da５１
「乍恐以書付奉願上候」（名主半兵衛より小前三二人之相掛一件双
方行届申サズニ付済方被仰付被成下置度）

天保１３年５月 水木村年寄　伊左衞門　　他４名 状 1

Da５２ 「乍恐以書付奉申上候」（諸夫錢割合勘定ニ付村方滞リ一件） 天保１３年５月
水木村年寄　伊左衞門　　他３名
連印

状 1

Da５３
「議定一札之事」（車屋久左衛門之相掛リ水車移転一件ニ付諸入用
差出可申候）

天保１３年５月 佐重　他６名 状 1

Da５４ 「為取替申議定書之事」（水車場所移転ニ付出入ノ内済議定） 天保１３年９月
水木村車主　久左衞門　　他９名
連印

状 1



Da５５
「乍恐以書付奉願上候」（水車運上ハ年弐百五拾文上納被仰被下
置度）※下書

（天保１３年〜１４
年）

安蘇郡水木村役人共 状 1

Da５６
「乍恐以書付御届ヶ奉申上候」（附火有之ニ付小前一同取調仕候衞
ドモ相知レ不申）

天保１４年３月
水木村百姓代　友八　　組頭　重
蔵　年寄伊左衞門　　他４名

状 1

Da５７ 「差入申詫書一札之事」（菟盗取候ニ付詫書） 天保１４年７月 水木村　久左衞門 状 1

Da５８ 「議定一札之事」（庄右衛門一件ニ付諸入用差出可申議定）
（天保１４年）９月２
３日

水木村　藤兵衞　　他５名連印 状 1

Da５９
「乍恐以書付奉申上候」（私儀ハ小前一同ト御吟味被仰聞候テハ甚
以当惑仕候）

天保１４年９月 水木村組頭　重蔵 状 1

Da６０
「奉差上御請書之事」（御長屋之差置御吟味中ノ四人ノ賄諸入用ニ
付被仰付候趣請書）

天保１４年１０月１０
日

水木村年寄　幸右衞門 状 1

Da６１ 「乍恐以書付奉申上候」（村方滞リ一件ニ付差添ノ年寄帰村願）
天保１４年１０月１６
日

水木村年寄　伊蔵 状 1

Da６２ 「書状（下書）」（御出役掛リノ儀割合ニ付村方小前滞リ一件通知）
天保１４年１１月２
日

水木村年寄連印 状 1

Da６３
「乍恐書付ヲ以奉願上候」（御隠居様御死去ニ付調達金御上納ノ月
延願）

天保１４年１１月
水木村名主　半兵衞　　他　百姓
代連印　　柿平村名主　　組頭　　
百姓代連印

状 1

Da６４ 「差上申済口一札之事」（諸入用割合勘定多分ニ付村方滞リ一件）
天保１４年１１月１４
日

野州安蘇郡水木村名主　半兵衞　
　小前三十八名　　惣代　三郎左
衞門　　他

状 1

Da６５
「覚」（馬門村在役新楽藤助申達　名主半兵衛之相掛リ小前三十一
人差滞一件）

（天保１４年）１０月 馬門村　新楽藤助 状 1

Da６６ 「書状」（殿様逝去ニ付御支配四ヶ村ニテ五拾金調達御願申候） 天保１５年１１月 平木市三郎　　他二名 新楽郷介 状 1

Da６７ 「乍恐書付ヲ以奉願上候」（御年貢御上納ニ付御執成願） 天保１５年１２月
水木村　柿平村　　名主　　組頭　
　百姓代連印

状 1

Da６８ 「差出申シ一札之事」（菟盗取候詫書） 弘化２年２月 水木村　久左衞門　　他二名 状 1



Da６９
「乍恐以書付御歎願奉願上候」（山論ニ付私共申立候段御免被成
下置候）

弘化２年３月１０日
安蘇郡水木村当人百姓　太左衞
門　　他

状 1

Da７０
「論所地覚」（御出役ノ上、組合村役人一同立会御改候処相違無御
座候依之一同連印仕リ奉差上候）

弘化２年３月１０日
水木村訴訟人　三郎左衞門　　
他六名

状 1

Da７１
「乍恐書付ヲ以奉願上候」（百姓太左衞門儀新田岩松万治郎家之
御奉公御差留被仰付被下置候）

弘化２年３月１１日
安蘇郡水木村名主　半兵衞　　
他　　年寄　　百姓代６名

状 1

Da７２ 「差入申詫書一札之事」（身持不埒ニ付詫書） 弘化２年９月 水木村　五郎右衞門 状 1

Da７３ 「乍恐書付ヲ以奉願上候」（年寄退役願） 弘化２年１１月 水木村年寄　伊左衞門 状 1

Da７４
「乍恐書付ヲ以奉申上候」（水木村百姓乙七儀御年貢不納ト偽リ申
立候ニ付村方取締行届キ候称被成下置度）

弘化３年７月 村役人７名連印 状 1

Da７５
「差上申一札之事」（水木村百姓乙七御不納ニ付囲入被仰付私共
添番被仰付承知奉畏候）

弘化３年７月１０日
水木村乙七組合　友八　　年寄　
幸右衞門

状 1

Da７６ 「入置申一札之事」（両親ニ不実不幸ノ儀無之様急度相守可申候 ）
弘化４年正月２９
日

水木村　佐助 状 1

Da７７
「乍恐書付ヲ以奉申上候」（馴合出奔ノ岩之助ト源兵衛妻ノ行方相
知レ不申ニ付右両人帰宅迄御呼出御猶予願上奉候）

弘化４年３月
水木村名主　半兵衞　　年寄　四
郎兵衞　　他三名

状 1

Da７８ 「差入申詫書一札之事」（酒乱致シ悪口等申候ニ付） 弘化４年１０月
水木村　岩吉　　世話人　吉五郎　
　世話人　久左衞門

状 1

Da７９ 「差上申一札之事」（奉公人請状）
弘化４年１０月２１
日

（安蘇郡）戸奈良村　たい（爪印） 状 1

Da８０ 「乍恐書付ヲ以奉申上候」（名主半兵衛儀大阪ニテ死去仕候御届） 嘉永２年４月
安蘇郡水木村年寄　四郎兵衞　　
他４名

状 1

Da８１
「乍恐書付ヲ以奉願上候」（当廿五日大雷風雨致シ、生立候麻ナラ
ビニ麦作ハ村ノウチ半分皆無ニ打切候ニ付御見聞願）

嘉永２年４月
安蘇郡水木村年寄　四郎兵衞　　
他４名

状 1

Da８２ 「乍恐書付以奉願上候」（不作ニ付御年貢減免願） 嘉永２年４月１０日 水木村百姓連印 状 1



Da８３ 「乍恐書付以奉願上候」（違作ニ付上納ハ八月迄月延被成下候） 嘉永２年４月 水木村他三ヶ村名主連印 状 1

Da８４ 「乍恐書付以奉願上候」（違作ニ付上納ハ八月迄月延被成下候） 嘉永２年４月 水木村他三ヶ村名主連印 状 1

Da８５ 「乍恐以書付奉申上候」（冥加献納金御上納月延御宥免） 嘉永２年６月
安蘇郡水木村年寄　四郎兵衞　　
他３名

状 1

Da８６ 「為取替申済口一札之事」（先納金ノ儀ニ付村方滞リ一件） 嘉永２年６月 小前　　村役人　　惣代 状 1

Da８７
「乍恐書付ヲ以奉申上候」（名主ニ付村方相談相決シガタクニ付相
治リ候様御沙汰）

嘉永２年１０月
水木村年寄　四郎兵衞　　他４名
連印

状 1

Da８８ 「乍恐書付ヲ以奉申上候」（名主役ノ儀ハ年番役ニ被仰付度） 嘉永２年１０月 水木村　惣百姓 状 1

Da８９
「差入申詫書一札之事」（貴公蔑ニシ其外不実ノ儀御座候ニ付詫
書）

嘉永２年１０月 当人　利左衞門　　他 状 1

Da９０ 「為取替申済口一札之事」（先納金ノ儀ニ付村方滞リ一件済口證文） 嘉永２年１１月
水木村小前惣代　定四郎　　他８
名

状 1

Da９１
「乍恐書付以奉申上候」（差紙名面之者共ノ内六人相煩候ニ付御猶
予願）

嘉永３年２月 水木村名主　百姓代 状 1

Da９２
「乍恐書付ヲ以奉申上候」（御差紙頂戴ノ八人ノ内四人大病ニ付御
赦免願）

嘉永３年２月 水木村年寄　定右衞門　　他５名 状 1

Da９３
「乍恐書付以奉申上候」（用立候金子壱両弐分返済相成候称被仰
付）

嘉永３年２月
安蘇郡水木村百姓　磯右衞門　　
他２名

状 1

Da９４
「為取替申議定證文之事」（助郷人馬賃錢ノ残金急度勘定可被成
候）

嘉永３年４月
野木宿問屋　七郎左衞門　　他３
名

状 1

Da９５
「乍恐書付以奉申上候」（水車舂搗賃代ノ儀ニ付出入ノ返答書）　※
下書

嘉永４年２月 水木村年寄　幸右衞門 状 1

Da９６
「乍恐書付以奉申上候」（水車ノ儀ニ付組合重右衛門御訴仕候ニ付
返答書）

嘉永４年３月 水木村　藤兵衞（代兼）利左衞門 状 1



Da９７ 「差上申御請書之事」（名主御免被仰付候趣請書） 嘉永７年５月
水木村名主　四郎兵衞　　親類
百姓　初右衞門　　他

状 1

Da９８ 「差上申一札之事」（土蔵売渡證文） 嘉永７年６月 水木村　安之助 状 1

Da９９ 「差上申一札之事」（養子离縁ノ弟熊吉何卒貴殿方ヘ御頼申上候） 嘉永７年８月 小屋村　辰次郎　　他 状 1

Da１００ 「乍恐以書付奉願上候」（水木村柿平村ノ若者差滞リ一件） 嘉永７年１２月 水木村小前惣代　太左衞門 状 1

Da１０１ 「差上申御請書之事」（芝居道具取方付被仰渡ノ請書） 嘉永７年１２月 水木村村役人　８名連印 状 1

Da１０２
「差出申済口対談一札之事（下書）」（水木村柿平村ノ若者差滞リ一
件）

（嘉永７年） 状 1

Da１０３ 「仕切覚」（材木仕切書）
（安政元年）５月４
日

葛生町　磯八 状 1

Da１０４
「差出申一札之事）」（私共柿平村若衆ト不仲ニ付可然御執成ノ程奉
願候）

安政２年３月 水木村若衆惣代５名連印 状 1

Da１０５
「乍恐以書付奉歎願願候」（宝蔵寺ト如意輪寺宗旨ノ儀差縺候一件
取下願）

安政２年１１月
水木村壇中惣代　磯右衞門　　
他

状 1

Da１０６ 「借用申金子證文之事（下書）」（御殿様御仕法金四拾両也）
（安政２年）１２月２
２日

水木村小前惣代 状 1

Da１０７
「乍恐以書付奉歎願願候」（不埒ノ筋有之御奉行所様御腰掛ヶヨリ
紛失仕候百姓惣次郎ノ帰村願）

安政３年２月１５日
水木村名主　半左衞門　　名主
見習　幸右衞門

状 1

Da１０８ 「覚」（夏成御年貢金拾三両也請取證） 安政３年６月２６日 馬門村在役新楽郷助 状 1

Da１０９ 「差出申御請書之事」（馬門御役場之可被相越候ノ請書） 安政３年６月
野州安蘇郡水木村宝蔵寺壇中
惣代　　他４名連印

状 1

Da１１０
「差出申一札之事」（百姓市蔵不辛抱ニ付倅兵蔵之家督取究メ相違
無御座候）

安政３年８月 水木村名主　幸右衞門 状 1



Da１１１ 「野州安蘇郡水木村書上」（水木村差出明細ノ略書）
安政３年９月８日
調

水木村 状 1

Da１１２
「差入申一札之事」（盗難事件ニ付村方ヘハ聊御苦労相掛ヶ申間敷
候）

安政３年９月２３日 山越村百姓　忠助 状 1

Da１１３ 「覚」（御廻文請取證） （安政３）５月２８日 木和田嶋村名主　善吉 状 1

Da１１４ 「差出申御請一札之事」（早々可能出趣承知奉畏候） 安政３年９月２７日
野州安蘇郡藤村　ふよ　　水木
村家主　浅之進

状 1

Da１１５ 「覚」（御蔵米拾九俵受取證）
（安政３年）１１月２
９日

永嶋七兵衞 状 1

Da１１６ 「乍恐書付ヲ以奉願上候」（御賄不足金調達ハ年延被成下度） 安政３年１１月
水木村名主　幸右衞門　　他７名
連印　　柿平村名主　織右衞門　　
他８名連印

状 1

Da１１７ 「申越」（前貸金滞リ一件内済可致）
（安政３年）１２月３
日

馬門村在役新楽郷助 状 1

Da１１８ 「差出申御請書之事」（貸金滞リ一件成丈内済ニ仕候請書） 安政３年１２月８日
水木村当人　民藏　　他１０名連
印

状 1

Da１１９ 「覚」（御普請金請取證）
（安政３年）１２月１
８日

新楽郷助 状 1

Da１２０ 「覚」（皆済御上納請取證）
（安政３年）１２月１
８日

新楽郷助 状 1

Da１２１ 「乍恐書付ヲ以奉歎願候」（御用金御免被成下置度） 安政４年２月 水木村　他３ヶ村　村役人一同 状 1

Da１２２
「一札之事（离縁状）」（离別ノ上ハ何方ヨリ縁組イタシ候共構無之
候）

安政４年３月１０日 富右衞門 状 1

Da１２３ 「由緒手形之事」（聟養子ニ差遣シ候ニ付由緒一札） 安政４年３月
安蘇郡水木村　親　茂左衞門　　
名主　孝右衞門

状 1

Da１２４ 「乍恐書付以奉願上候」（名主休役被仰付度） 安政４年３月 安蘇郡水木村名主　孝右衞門 状 1



Da１２５ 「覚」（名主交代ニ付村方諸帳面慥ニ請取申候） 安政４年７月 水木村名主後役　宗兵衞 状 1

Da１２６ 「御請書」（焼失仕候ニ付農具代被下置奉頂戴候） 安政４年３月 水木村百姓　当人 状 1

Da１２７ 「御請書」（水木村年寄役請書） 安政４年３月 状 1

Da１２８
「差入申一札之事」（値入ノ砂畑ハ二重債地ニ付早春ニハ急度請戻
可申候）

安政５年８月 当人　栄吉 状 1

Da１２９ 「差上申奉公人請状之事」 安政５年９月 水木村　幸蔵 状 1

Da１３０ 「奉差上御請書之事」（名主差添役請書） 安政５年１１月 水木村名主　　他　　村役人一同 状 1

Da１３１ 「差入申書面之事」（秋葉講落籤ニ相成候金七両請取證」 安政５年１１月 状 1

Da１３２ 「申渡」（水木村名主宗兵衛之給米八斗宛被下之候者也）　※写し 安政６年正月 横筑後地方役所 状 1

Da１３３ 「乍恐以書付ヲ御請奉申上候」（名主差添役御請書） 安政６年３月 水木村年寄　幸右衞門　　庄蔵 状 1

Da１３４
「為取替議定一札之事」（鎮守祭例年神□宿ハ藤蔵、芳兵衛両人ニ
テ年番相勤可申事）

安政６年２月 水木村　柿平村　願主一同 状 1

Da１３５ 「乍恐以書付御請奉申上候」（名主差添役御請書） 安政６年３月 水木村年寄　孝右衞門 状 1

Da１３６ 「差入申金子證文之事」（秋葉講落籤ニ相成候金七両請取證」 安政６年９月 国太郎 状 1

Da１３７ 「未御年貢米永皆済目録」 安政７年正月 野州安蘇郡水木村 状 1

Da１３８
「乍恐書付ヲ以奉願上候」（河荒御普請ノ御下ヶ金被仰付被下置
候）

安政７年正月
水木村名主　宗兵衞　　柿平村
名主　鹿八　　他

状 1



Da１３９ 「乍恐書付ヲ以御請奉願上候」（河荒御普請御下ヶ金請書） 安政７年正月
水木村名主添役　幸右衞門　　
柿平村名主　鹿八

状 1

Da１４０
「乍恐書付ヲ以追願奉申上候」（大風吹キ居屋敷、樹木吹潰シ大難
渋ニ付御届）

万延元年５月 水木村柿平村名主連印 状 1

Da１４１
「乍恐以書付ヲ御訴訟奉申上候」（若者共増長致シ候ニ付、若者惣
代召出ノ上巌敷御利解被仰付度）

万延元年７月
水木村名主後見　庄蔵　　同　孝
右衞門

状 1

Da１４２
「差入申口書一札之事（下書）」（村方若者ノ儀此節不法ノ儀相働キ
申訳難相立先非後悔仕候）

（万延元年）７月 水木村若者一同 状 1

Da１４３
「乍恐以書付ヲ御訴訟奉申上候」（百姓富太郎親三郎左衞門徒党ヲ
企、今般奉御請候御用金割合ノ儀ハ一切出錢相成兼候趣申出候
ニ付）

万延元年７月
水木村名主後見孝右衞門　　　
同　庄蔵

状 1

Da１４４
「申渡」（百姓富太郎ナド多人数寄集リ村役人之申懸ヶ候段不届ニ
付五十日間慎方申付）

万延元年８月 地方懸リ　稲岡庄兵衞 状 1

Da１４５ 「差入申一札之事」（日数五十日慎ミ被仰付ニ付逼塞相守可申候）
万延元年８月１６
日

水木村　富太郎　　他５名 状 1

Da１４６
「差入申議定一札之事」（多人数寄集リ御法度ニ背キ候者共ノ処分
ニツイテ議定）

万延元年８月５日
水木村当人　三郎左衞門　　他１
０名

状 1

Da１４７
「差上申御請書之事」（御法度ニ背キ小前一同五十日間可為相慎
旨請書）

万延元年８月
水木村百姓　三郎左衞門　　他１
２名連印

状 1

Da１４８
「乍恐書付以御歎願奉申上候」（水木村百姓民藏他６人ハ御請金其
外諸雑用ノ儀ハ困窮ニ付当惑次第ト申立候ニ付、村役人ヨリ出訴致
候）

万延元年８月 水木村百姓　民蔵　　他　　６名 状 1

Da１４９
「為取替申内済議定一札之事」（山ノ管理帳面ヲ見セクレ候様相談
ニ及ビ候処不法ノ挨拶ニ付出入）

文久元年４月
水木村氏子　富太郎　　他　　２９
名連印

状 1

Da１５０
「差入申詫書一札之事」（私儀御分家藤兵衛殿家督相続罷在候処
心得違ニテ不実ノ働キ仕候ニ付御詫一札）

文久２年４月 当人　国太郎　　世話人３名連印 状 1

Da１５１ 「議定一札之事」（兵賦人足割合議定） 文久３年正月 水木村　　他５村 状 1

Da１５２ 「差出申一札之事」（養子身元引請一札） 文久４年３月 引受人　水木村　三郎左衞門 状 1



Da１５３
「差出申頼一札之事」（年橋沢入会山論一件ニ付諸入用何程相懸リ
候共割合差出可申候）

文久２年６月 水木村　惣百姓連印 状 1

Da１５４
「乍恐以書付奉申上候」（年橋沢野山入会ニ付村中差滞リ今般差紙
頂戴奉恐入候御憐愍ノ御沙汰奉願上候）

文久２年６月
秋山村四十三人惣代　利左衞門　
　他

状 1

Da１５５
「為取替議定一札之事」（字年橋沢野山ノ伐木致代金ハ当時家数之
割付可其他諸雑用差出可申一札）

文久２年６月５日
下秋山村四拾三人惣代　利左衞
門　　他

状 1

Da１５６
「乍恐以書付奉願上候」（字年橋沢野山近年木立ニ相成下草生兼
不足仕候ニ付種々ノ混雑モ有候間、上木伐スカシ被仰付被下置）

文久２年７月 水木村名主　宗兵衞　　他 状 1

Da１５７
「済口仮議定之事」（文久二戌年五月水木村地元年橋沢野山入会
山論ノ仮議定證文）

文久２年１１月

水木村名主　宗兵衞　　他　　　　　
秋山村四十三人惣代　弥一郎　　
他　　葛生町取扱人名主　兵左
衞門　　他

状 1

Da１５８
「乍恐以書付奉願上候」（字年橋沢野山ノ下草生立秣不足無之様、
右山伐スカシ被仰付被成下置）

文久２年１１月 水木村惣代　百姓　佐重郎　　他 状 1

Da１５９
「済口仮議定之事」（文久二戌年五月水木村地元年橋沢野山入会
山論ノ仮議定證文）

慶応元年８月１７
日

水木村名主　宗兵衞　　他　　秋
山村名主　茂左衞門　　他

状 1

Da１６０
「済口取替議定證文之事」（文久二戌年五月水木村地元年橋沢野
山入会山論ノ議定證文）

慶応元年８月

野州安蘇郡水木村名主　宗兵衞　
　他　　同秋山村四十三人惣代　
弥一郎　　他　　都賀郡葛生町扱
人　磯八　　他

状 1

Da１６１
「差出申一札之事」（文久二年十一月字年橋沢野山入会山論ノ内済
仮議定書少々行違ノ義有之候ニ付消印令反古候為念一札）

慶応元年８月
柿平村芳兵衞代　常右衞門　　
他

状 1

Da１６２
「書状」（若殿様御目見得御登城ノ節御入用余程相掛リ候ニ付、高
百石ニ付金弐両宛出金上納可有之候）

（文久３年）８月
江戸御屋鋪内　北沢伊助　　井
上正五郎

状 1

Da１６３
「書状」（若殿様御目見得御登城ニ付、高百石ニ付金弐両宛上納可
被可候）

（文久３年）９月 馬門村在役　新楽郷助 状 1

Da１６４ 「乍恐以書付奉願上候造営」（宝蔵寺修覆ノ儀） 元治元年正月 水木村　宝蔵寺　　他 状 1

Da１６５ 「乍恐以書付奉願上候」（宝蔵寺修覆造営ノ儀ニ付） 元治元年１１月 水木村　宝蔵寺　　他 状 1



Da１６６ 「差上申一札之事」（日光御法会ニ付助郷請書） 元治２年４月
野州安蘇郡水木村名主　組頭　
百姓代連印

状 1

Da１６７
「乍恐以書付奉歎願候」（大酔ノ上母之手疷為負初藏儀、在御役場
限リ御糾明被仰付被成下置度）

慶応元年６月
水木村名主　宗兵衞　　他　　村
役人連印

状 1

Da１６８
「口上断（ことわり）書」（今後村方ニ祭礼等有之候共其村舞台諸道
具等一切借用不仕候）

（慶応２年）寅１１
月

柿平村　若者 状 1

Da１６９
「約定（英国公使館ト高輪門良院約定）」（本堂等一ヶ年百両ニテ借
用）

１８６７年２月１９日
（慶応３年）

英国公使館勘定方　ウリス　　証
人　ツルプ

状 1

Da１７０ 「乍恐以書付奉申上候」（菩提寺住職ノ取究メニ付） 慶応３年３月 安蘇郡水木村百姓　佐重 状 1

Da１７１
「乍恐以書付奉歎願候」（百姓美ノ助母とみ儀不埒申掛候ノ御吟味
御下願）

年記無（慶応３年） 水木村名主　宗兵衞　　他 状 1

Da１７２
「差上申済口證文之事」（水木村名主宗平儀御仕法金取扱ニ付不
実ノ始末有之村方滞リ一件済口證文）

慶応３年１０月
野州安蘇郡水木村名主　宗兵衞　
　名主添役　孝右衞門　　他１０
名

状 1

Da１７３ 「差出申対談一札之事」（御仕法積立金ニ付出入済口一札） 慶応３年１０月 扱人　柿平村　常右衞門 状 1

Da１７４ 「為取替申證文之事」（御殿様御仕法金預リ申候證文） 慶応３年１０月
水木村年寄　芳之助　　他４名連
印

状 1

Da１７５ 「為取替證文之事」（御仕法金三拾七両余預リ證） 慶応３年１２月 （水木村）名主　宗平 状 1

Da１７６
「為取替申議定一札之事」（御仕法金ノ内四拾両也村役人共ニテ預
リ申候）

慶応３年１２月
（水木村）年寄　孝右衞門　　他４
名

状 1

Da１７７ 「借用金子證文之事」（御仕法金四拾両也小前一同ニテ借用） 慶応３年１２月
（水木村）小前惣代　安吉　　他１
３名

状 1

Da１７８
「乍恐以書付奉願上候」（御仕法金ノ儀ニ付村方滞リ候ニ付名主退
役被仰付被下置候）

（慶応３年） 水木村名主　宗平 状 1

Da１７９ 「差出申引取一札之事」（家出人引取一札） 慶応４年４月２６日 上仙波村　宗八　　他 状 1



Da１８０ 「御用伺」（御立ノ儀有之候間可罷出候）
（明治２年）６月朔
日

取締役所 状 1

Da１８１ 「差入申一札之事」（議事万端御本家御差図ヲ請取斗可申候）
明治２年１２月２９
日

当人　清吉 状 1

Da１８２
「乍恐以書付御歎願奉申上候」（富右衛門一件ニ付御調是迄ニテ御
下ヶ被成下候）

明治３年５月１３日 水木村　安之助　　他５名連印 状 1

Da１８３
「差上申口書一札之事」（鎮守遷宮備物紛失一件ニ付富右衛門取
調口書）

明治３年５月１３日 若者惣代　安之助　　他３名 状 1

Da１８４ 「差上申口書一札之事」（富右衛門一件口書） 明治３年５月１３日 当人　万吉　　他１名 状 1

Da１８５
「奉差上御受書之事」（私共御役人中様江不相済義有之右ニ付村
法被仰付奉承伏御請奉申上候）

明治３年５月 水木村　安之助　　他５名連印 状 1

Da１８６
「差上申詫書一札之事」（村御役人中様江対シ不相済義有之候ニ
付詫書）

明治３年５月
水木村若者　富太郎　　他１２名
連印

状 1

Da１８７
「差上申歎願一札之事」（菩提寺障子紛失ニ付百姓留蔵御調候一
件取調御下ゲ願）

明治３年１０月２７
日

水木村留蔵　　他組合一同 状 1

Da１８８ 「差出申一札之事」（貴殿江対シ隔心ノ義決而無御座候） 明治４年３月２２日 髙實子　清吉　　他６名連印 状 1

Da１８９
（１）

「差上申御請書之事」（鉄砲ミダリニ砲発仕間敷候一札） 明治４年１０月 水木村　忠平　　他１５名連印 状 1

Da１８９
（２）

「覚」（年貢金請取證） （明治４年）１２年 野本真平 状 1

Da１９０
「乍恐以書付御届奉申上候」（鉄砲所持人共相集リ候儀心得違ニ付
戸長、副戸長之自訴申出候）

明治６年５月
安蘇郡秋山村用掛　　柿平村區
副

状 1

Da１９１ 「田方定免御願」 明治６年９月２８日 第九大區六小區安蘇郡水木村 状 1

Da１９２ 「御用留ノ伺」（橡木縣租税局達）
（明治６年）９月１８
日

橡木縣租税局 状 1



Da１９３ 「学校進加寄附金連名簿」
（明治７年〜１１
年）

第九大區六小區安蘇郡水木村 状 1

Da１９４
「添書対談証」（借用金調達出来カネ候ニ付畑二筆右證文ト共ニ相
渡可申候」

明治１７年４月５日 秋山村　松島半十郎 状 1

Da１９５
「委任状」（売薬印紙規則違犯ノ件公判相成候ニ付キ謄本御下願ノ
件代理委任）

明治１８年６月１２
日

安蘇郡柿平村　茂串榮次 状 1

Db４ 「戌年村入用夫錢高割帳」 宝暦５年 野州安蘇郡水木村 冊 1

Db５ 「亥年村入用夫錢帳」 宝暦６年３月 水木村 冊 1

Db６ 「宝暦九年成役人鏡制詞条々」（村役人心得条々） 天明２年３月
下野国安蘇郡水木村名主　髙實
子四郎右衞門

冊 1

Db７ 「太子講大諸掛割合帳」
文化５年１０月２３
日

宿　四郎右衞門 冊 1

Db８ 「庄右衛門一件諸掛割合帳
文政２年１０月１２
日

冊 1

Db９ 「名主交代ニ付過不足金取調引渡帳」 嘉永３年６月改 年寄　幸右衞門 冊 1

Db１０ 「川見分下調扣帳」 安政２年３月吉日 水木村名主　庄蔵 冊 1

Db１１ 「髙實子用水門諸品割合帳」 安政３４月 冊 1

Db１２ 「鹿嶋大神 天神宮 人別扣帳」（寄付者扣帳） 安政３年４月朔日 名主　半兵衞 冊 1

Db１３ 「差入申詫書一札之事」（酒酔ノ上御役宅ニ参リ雑言申候ニ付） 安政４年８月 水木村　三良左衞門 冊 1

Db１４
「御屋鋪表御年始ニ付小遣帳」（御殿様、用人等ヘ献上品、年玉　
扣帳）

安政７年正月１２
日

安蘇郡水木村　髙實子孝右衞門 冊 1



Db１５
「宝暦九年成役人鏡制詞条々」（宝暦九年春三月野呂猪右衛門印　　
水木村役人中）

（安政３年） 水木村　髙實子所持 冊 1

Db１６ 「御年始入用扣帳」（御殿様、用人ヘ年始、献上品、年玉ノ扣） 文久２年正月吉日
野州安蘇郡水木村名主後見　孝
右衞門

冊 1

Db１７ 「御年始扣帳」（御殿様、用人ヘ年始、献上品、年玉ノ扣）
文久４年正月１２
日

水木村名主　髙實子孝右衞門 冊 1

Db１８ 「御申渡伍人組帳」 文久４年３月 安蘇郡水木村 冊 1

Db１９ 「御屋敷御用ニ付道中小遣帳」
元治元年菊月出
立

水木村名主　孝右衞門 冊 1

Db２０ 「御仕法積金扣帳」 元治２年３月吉日 髙實子孝右衞門 冊 1

Db２１ 「御屋敷御用ニ付道中小遣帳」（年橋沢材木代金上納ニ付）
慶応元年霜月吉
祥日

野州水木村　髙孝 冊 1

Db２２ 「年橋山一件取調帳」（材木代入札金等記載） 慶応２年正月 冊 1

Db２３ 「御仕法金貸附帳」 慶応３年１１月 冊 1

Db２４ 「済口嘆願書并詫書写」（柿平村幸蔵虚言申立候一件） 明治２年６月
柿平村　幸蔵　　同組合　新右衞
門　　他

冊 1

Db２５ 「村方熟談議定書」（村役人ノ人選入札ニ付議定） 明治３年８月 水木村 冊 1

Db２７ 「午年申年未年寅年出向手間書書抜帳」（公務出張費等書抜） 明治３〜６年 用掛　髙實子孝重郎 冊 1

Db２８ 「村役人心得条目」（日光縣示達　役人心得） 明治４年 日光縣庁 冊 1

Db２９ 「御用出張手間書抜帳」 明治４〜６年 水木村戸長　広瀬半弥 冊 1



Db３０
「田中悪戸開発議定證文」（開発願ノ趣御採用ノ時ハ睦合境論仕間
敷候議定）

明治５年５月 水木村地主１２名連印 冊 1

Db３１ 「屋鋪順番取調帳」　※一番ヨリ百五番マデ 明治５年皐月吉日 水木村副戸長　髙實子孝重郎 冊 1

Db３３
「氷室山ニ屯一件差添中入用扣帳」（氷室山ニ百姓集会ノ件御吟味
ニナリ差添入用扣）

明治６年５月２５日 水木村用掛　髙實子孝重郎 冊 1

Db３４
「議定書」（鉄砲所持者氷室山ニ集会ノ件ニ付、栃木縣廰ヨリ厳重御
沙汰アリ、ソノ諸入用ノ割合議定）

明治６年５月 六小區　都賀郡　　安蘇郡 冊 1

Db３６ 「橡木縣御用日記留　八冊目」
明治７年正月吉祥
日

水木村用掛　髙實子孝重郎 冊 1

Db３７ 「公用旅行御用出勤日記留」 明治７年睦月 安蘇郡水木村　髙實子孝重郎 冊 1

Db３８
「半弥庄蔵并小前三十二人之相掛リ候一件諸掛リ扣帳」（四月二十
六日ヨリ九月十五日迄ノ間栃木行諸入用扣）

明治７年４月２６日 用掛　髙實子孝重郎 冊 1

Db３９ 「為取替議定書」（戸籍帳取調ニ付差縺候件内済議定書） 明治７年５月 水木村村役人等９名連印 冊 1

Db４０
「小前ヨリ用掛半弥庄蔵相手取拙者共引合御差紙頂戴栃木行き旅
費扣」

明治７年１０月２０
日

用掛　宗兵衞　孝重郎 冊 1

Db４１ 「地券調ニ付出勤手間明細書上帳」
明治７年１１月２０
日

用掛　髙實子孝十郎 冊 1

Db４２ 「地券手間抜書其外心覚手控帳 明治７年 用掛　髙實子孝重郎 冊 1

Db４３ 「御用録　久冊目」
明治８年壱月吉祥
日

用掛　髙實子孝重郎 冊 1

Db４４ 「御用出頭簿」（用掛出勤扣簿）
明治８年１正月吉
祥日

水木村用掛　髙實子孝十郎 冊 1

Db４５ 「御廻達請取扣帳」 明治８年８月 水木村用掛　髙實子孝十郎 冊 1



Db４６ 「御達伺請取扣簿」 明治８年８月 担任　髙實子孝十郎 冊 1

Db４７ 「村費簿　壱冊目」 明治８年８月３１日 水木村用掛 冊 1

Db４８ 「當區内諸入費割合帳」 明治８年９月９日 六ノ小區戸長 冊 1

Db４９ 「記」（村入用費決算書） （明治８年）９月 水木村用掛　広瀬半弥 冊 1

Db５１
「取極確証」（髙實子忠三郎ヘ伍長役御頼ミ少モ故障申間敷候、依
テ取極連署致置候）

明治８年１１月 髙實子忠三郎　　他７名連印 冊 1

Db５２ 「御改正ニ付協議書壱通」（地租改正取調ニ付協議） 明治８年１２月２日 安蘇郡水木村 冊 1

Db５３ 「御検地日記簿」 明治８１２月 髙實子孝十郎 冊 1

Db５４ 「地券出頭日記簿」 明治８年１２月ヨリ 用掛　髙實子孝十郎 冊 1

Db５５ 「筆紙買揚簿」 明治９年正月吉日 水木村用掛　髙實子孝十郎 冊 1

Db５６ 「村費日記簿　弐冊目」 明治９年正月 用掛　髙實子孝十郎 冊 1

Db５７ 「御布告番号書抜簿」 明治９年正月吉日 用掛布告担任　髙實子孝十郎 冊 1

Db５８ 「諸帳面引渡扣簿」（副戸長儀引渡ニ付村方公用諸帳簿等引渡） 明治９年４月３０日 副戸長　広瀬宗平 冊 1

Db５９ 「御用録　第壱冊目」（水木学校関係御用書留） 明治９年８月吉日 校掌　髙實子孝重郎 冊 1

Db６０ 「公用日誌　第弐冊目」（水木学校関係御用書留） 明治９年１２月 校掌　髙實子孝重郎 冊 1



Db６１ 「石灰焼営業為取換証扣」（入会連） 明治１０年５月１日
入会惣代　髙實子忠三郎　　他３
名

冊 1

Db６２ 「郡御役所之出願中小遣帳」（明治十三年二月廿六日出発）
明治１３年２月２６
日

水木村　髙實子孝十郎 冊 1

Db６３ 「軽業興行萬諳」
（明治１０年〜２０
年）

発起人 冊 1

Db６４ 「日光御参詣ニ付御請書一札写」（日光御社参助郷請書） 天保１４年３月 水木村　　他１０ヶ村 冊 1

Db６５ 「日光御参詣ニ付助郷人馬之御下ヶ金請書」 天保１４年１０月 小前　村役人一同６０名連印 冊 1

Db６６
「御請書」（日光御社参ノ節助郷相勤候村々之被下置候御手当金八
両余ハ甲乙無ク割合候ニ付御請書）

天保１４年１０月
野州安蘇郡水木村　小前　村役
人一同６０名連印

冊 1

Db６７ 「日光道中野木宿助郷諸證文写」（御證文拝見御請印帳等々） 安政４年２月 水木村名主　孝右衞門所持 冊 1

Db６８
「日光道中野木宿之拾五ヶ年之間助郷被仰付候ニ付右證文請書
写」

万延元年９月 野州安蘇郡水木村 冊 1

Db６９ 「和宮様御下伺ニ付中山道安中宿松井田両宿当分助郷割合帳」 文久２年 水木村　　他４ヶ村 冊 1

Db７０
「第九大區六小區御用取扱所申達」（学校生徒数等相届可申様申
達）

明治９年４月 冊 1

Db７１ 「月計表」（水木学校生徒数等） （明治９年頃） 冊 1

Db７２ 「水木学校諸入費簿」 明治９年６月１４日 事務係 冊 1

Db７３ 「橡木縣御達」（小学校沿革取調雛形） 明治９年８月２８日 大一大區十八小區　區務所 冊 1

Db７５ 「学校諸品買入帳　第一号　第二号」 ※二冊一括 明治１０年８月 校掌　髙實子孝重郎 冊 1



Db７６ 「月謝収入簿」 明治１２年壱月 水木学校 冊 1

Db７８ 「田畑荒所引高小前帳」（荒所御吟味ニ付村役人相改買上） 宝暦６年十一月
吉田久左衞門御預所　下野安蘇
郡水木村

冊 1

Db７９ 「水帳名寄写扣帳」 文化２年２月吉日 四郎右衞門事勘兵衞 冊 1

Db８０ 「田畑屋鋪川欠帳」 文化２年２月 水木村 冊 1

Db８１ 「田畑屋鋪起返帳」 （文化２年） 野州安蘇郡水木村 冊 1

Db８２ 「元禄四年御水帳写　壱」 ※壱番帳十四丁、弐番帳二十八丁組込 （文政〜天保）写 水木村年寄　伊左衞門写 冊 3

Db８３ 「卯年分田方写書抜帳」 天保１４年 年寄　伊左衞門 冊 1

Db８４ 「水帳写名寄扣帳」 弘化３年４月 年寄　幸右衞門 冊 1

Db８５ 「賣渡證文帳」（畑賣渡證文） 嘉永６年卯月 水木村賣主　幸右衞門　　他５名 冊 1

Db８６
「本田石附 亥子両年起返リ 磯河原畑立返リ田 元割扣之帳」 ※安
政３辰年霜月改之

安政３年霜月 名主　孝右衞門 冊 1

Db８７ 「文化二年田畑屋鋪起返帳」 ※安政四年巳正月吉日写 安政４年正月吉日 安蘇郡水木村名主　孝右衞門 冊 1

Db８８ 「川通リ古荒新荒書上帳」 ※安政四年巳正月吉日写 安政４年正月吉日 水木村名主　孝右衞門 冊 1

Db８９ 「文化二年田畑屋鋪川欠帳」 （安政頃）写 水木村 冊 1

Db９０ 「御検見御案内田畑順番帳」 明治３年７月
安蘇郡水木村名主　　組頭　　百
姓代連印

冊 1



Db９１ 「本田并取下ヶ用順番帳」 明治４年９月 水木村 冊 1

Db９２ 「文化二年水帳写名寄扣帳」 ※明治４未年弥生写 明治４年弥生 勘兵衞事　髙實子孝重郎 冊 1

Db９３ 「前々川欠 御上地 御除地 調書」 明治５年１月 水木村役人 冊 1

Db９４
（１）

「地所壱筆限代價取調帳」 ※七冊之内四冊
明治６年２月吉祥
日

第四十五區安蘇郡水木村 冊 4

Db９４
（２）

「地所壱筆限代價取調帳」 ※七冊之内三冊
明治６年２月吉祥
日

第四十五區安蘇郡水木村 冊 3

Db９５ 「山地所壱筆限代價取調帳」 ※上下共 明治６年４月 第五大區六小區安蘇郡水木村 冊 1

Db９６ 「髙實子講内山反別名寄手扣帳」
明治６年９月吉祥
日

副戸長　髙實子孝重郎所持 冊 1

Db９７ 「山反別并代価〆高帳」
明治６年９月吉祥
日

副戸長　髙實子孝重郎所持 冊 1

Db９８ 「清野帳」 明治８年 第九大區六小區安蘇郡水木村 冊 1

Db９９ 「見分野帳」（第壱号） 明治８年１２月 第九大區六小區水木村 冊 1

Db１００ 「村山賣渡證文」 ※十冊一括 明治９年５月 冊 1

Db１０１ 「野州佐野領拾壱ヶ村餘時物改扣帳」
元禄７年無神月吉
日

水木村　　他１０ヶ村 冊 1

Db１０２ 「水木村田畑屋鋪并桑楮分米帳 元禄９年３月 下組名寄 冊 1

Db１０３ 「戌之田方石代勘定帳」
宝暦４年１１月１１
日

水木村名主　四郎右衞門 冊 1



Db１０４ 「戌之畑方御年貢勘定帳」
宝暦４年１２月吉
日

水木村名主　四郎右衞門 冊 1

Db１０５ 「戌諸夫錢髙割勘定帳」 宝暦５年１２月 水木村名主　四郎右衞門 冊 1

Db１０６ 「子諸夫錢髙割勘定覚帳」 宝暦６年１２月９日 水木村名主　四郎右衞門 冊 1

Db１０７
（１）（２）

「子之畑方御年貢勘定帳」 ※二冊内水木村上組一冊、水木村下組
一冊

宝暦６年１２月
上組名主　四郎右衞門　　下組
名主　四郎右衞門

冊 2

Db１０８ 「子之田方石代勘定帳」 宝暦６年１２月３日 水木村名主　四郎右衞門 冊 1

Db１０９ 「亥之畑方御年貢勘定帳」 安永８年１２月 （水野木村）下組名主　勘兵衞 冊 1

Db１１０ 「畑方代永勘定帳」 文化２年２月 冊 1

Db１１１
「野州安蘇郡都賀郡組合村々石盛書上帳」（水木村他五十四ヶ村。
水木村村髙、元禄郷帳三六九石余、天保郷帳三八五石余、本帳三
七六石余。

文政〜天保 水木村　　他５４ヶ村 冊 1

Db１１２ 「川欠ヶ起返リ米取調書上帳」 嘉永４年４月 年寄　四郎兵衞　　他５名 冊 1

Db１１３ 「夏成御年貢三ッ割取立帳」 嘉永７年６月１９日 水木村下組名主　庄蔵 冊 1

Db１１４ 「亥子両年起返リ取立帳」 嘉永７年霜月 水木村庄屋　庄蔵 冊 1

Db１１５
（１）（２）

「寅御年貢勘定帳」　※二冊内上組一冊、下組一冊
嘉永７年１２月吉
日

上組名主　庄蔵、下組名主　庄
蔵

冊 2

Db１１６ 「諸夫錢立替扣帳」 安政２年３月吉日 水木村名主　半左衞門 冊 1

Db１１７ 「夏成御年貢三ッ割取立帳」 安政２年６月１４日 水木村上組名主　半左衞門 冊 1



Db１１８ 「卯ノ諸夫錢勘定帳」
安政２年１２月吉
日

庄屋　半左衞門 冊 1

Db１１９ 「卯御年貢諸上納書上帳」 安政２年１２月 安蘇郡水木村名主　半左衞門 冊 1

Db１２０ 「卯御上納書上ヶ帳」 安政２年 水木村 冊 1

Db１２１ 「御用金百石弐両割合帳 ※他、御用金覚帳一括 安政３年２月 名主　半左衞門 冊 1

Db１２２ 「辰春夫錢割合帳」 安政３年３月吉日 上組名主　半左衞門 冊 1

Db１２３ 「辰春夫錢割合帳」 安政３年３月 下組名主　半左衞門 冊 1

Db１２４ 「御長屋御不足金割合帳」 ※上組、下組二冊一括 安政３年６月 名主　孝右衞門 冊 1

Db１２５ 「御殿御普請ニ付御用金割合帳」 安政３年９月 名主　孝右衞門 冊 1

Db１２６ 「御屋敷御用談ニ付入用割合帳」 安政３年１０月 水木村名主　孝右衞門 冊 1

Db１２７ 「辰ノ田方取立帳」
安政３年１１月吉
日

名主　孝右衞門 冊 1

Db１２８ 「辰之御年貢米上納帳」 安政３年１１月 水木村 冊 1

Db１２９ 「子寅両年起返リ上納帳」 安政３年１２月 水木村 冊 1

Db１３０ 「辰ノ諸夫錢割合帳」
安政３年１２月吉
祥日

名主　孝右衞門 冊 1

Db１３１ 「磯野錢割合帳」 安政３年１２月 水木村名主　孝右衞門 冊 1



Db１３２ 「田方石附元割合帳」※安政三辰年写 （安政３年） 名主　孝右衞門 冊 1

Db１３３ 「文化二年畑方代永勘定帳」※安政四巳年正月写 （文化２年） 水木村上組名主　孝右衞門 冊 1

Db１３４ 「文化二年畑方代永勘定帳」※安政四巳年正月写 （文化２年） 水木村下組名主　孝右衞門 冊 1

Db１３５ 「村中石髙帳」 ※安政四巳年正月写 （安政４年）
水木村立会人　名主　孝右衞門　
　他７名連印

冊 1

Db１３６
「（文化二年）安蘇郡水木色物帳」（畑本途物成、麻、綿、漆、九貫四
百八拾七文割合帳）※安政四巳年正月写

（文化２年） 名主　孝右衞門　　他７名連印 冊 1

Db１３７
「懐中地方覚」（水木村村髙、本途成、小物成等記載）※安政四丁巳
年卯月吉祥日改之

（安政４年）
横田甚太郎知行所　　野州安蘇
郡水木村名主後見　髙實子孝右
衞門所持

冊 1

Db１３８ 「田方元米割合帳」 （安政〜慶応） 水木村 冊 1

Db１３９
「安蘇郡四ヶ村御收納辻取調帳」（横田氏知行所ノ柿平、水木、船
津川、馬門ノ四ヶ村）

万延元年６月写
水木村名主後見　髙實子孝右衞
門所持

冊 1

Db１４０ 「御殿様御借財口々取調帳」 万延元年１０月 水木村名主後見　孝右衞門所持 冊 1

Db１４１ ｢田畑取調 辰之上納 書上帳」 明治２年１０月 野州安蘇郡水木村 冊 1

Db１４２
「日光縣御出役山口權少屬様御調済御收納御割付」（水木村割付
状）

明治３年７月
安蘇郡水木村組頭　髙實子孝右
衞門所持

冊 1

Db１４３ 「田方毛附帳」 明治３年 安蘇郡水木村 冊 1

Db１４４
「明治七年戌第七月地租雑税調書一式写」（田名綱、牧、下仙波、
上仙波、小屋、柿平、水木、秋山ノ八ヶ村）

明治７年７月
第九大區六小區都賀郡、安蘇
郡、８ヶ村分

冊 1

Db１４５ 「杤木縣下野國 梁田郡 足利郡 安蘇郡 田畑地價乘率及地租反金」
（印刷所東京博聞
社）明治１１年５月
写

水木村髙實子孝重郎守豊所持 冊 1



Db１４６ 「山林地租改正地引帳」 明治13年１月
安蘇郡水木村戸長　広瀬宗平　　
他９名連印

冊 1

Db１４７
「御普請御入用□□（虫損）書出帳」（元禄元年ヨリ寛保元年迄ノ川
普請入用書上、代官野呂猪左衞門様御役所之）

寛延２年４月 水木村名主　善左衞門 冊 1

Db１４８
「文政十一年御改革御触書写」（文政十年幕府関東全域ノ取締改革
組合村ノ結成ヲ指令。）

嘉永６年１０月写 年寄　孝右衞門 冊 1

Db１４９ 「御請書」（若者共増長致候ニ付取締ノ件御触書ノ請書） 嘉永７寅年１２月 水木村若者千吉　　他２９名爪印 冊 1

Db１５０
「御尊判写」（酒造橋本屋ヨリ目安差上、売掛代金未払ノ者村方ニ多
数有之、差紙参リ村役人立会評定所差紙写置申候）

安政２年６月２２日 名主見習　孝右衞門所持 冊 1

Db１５１
「銘細書上帳」（水木村村髙、此反別、本途成、小物成、書上） ※安
政四巳年正月吉日写

安政４年正月吉日
写

野州安蘇郡水木村名主　　年寄　
　百姓代　　組頭連印

冊 1

Db１５２ 「四季打鉄砲證文書上帳」 ※安政四年正月吉日写
安政４年正月吉日
写

水木村名主　孝右衞門写 冊 1

Db１５３
「元禄十年下野国安蘇郡水木村差出帳」 （家数百拾壱軒。人数参
百九拾壱人。）　　　　※裏表紙に本帳之儀ハ古キ故改写置申候とあ
り

元禄１０年（安政頃
写）

年寄　孝右衞門所持 冊 1

Db１５５ 「御請書」（御国恩金献金ノ件御請候） 明治３年２月１１日
安蘇郡水木村名主　　組頭　　百
姓代　　連印

冊 1

Db１５７ 「曹洞宗本末寺号其外明細帳」※二冊一括（宝蔵院明細帳） 明治３年５月
水木村百姓代　安吉　　組頭　重
兵衞　　名主　宗兵衞

冊 1

Db１５８ 「日光縣御出役倉持權大屬様ヨリ達書写」（村役人員数改正） （明治３年）７月 日光縣廰 冊 1

Db１５９
「役儀一条願書写」（先般差上候村役人ノ人選入札御下ヶ被下置
度）

明治３年８月
安蘇郡水木村　小前一統　　村
役人

日光縣御出役　倉持
權大屬様

冊 1

Db１６０ 「新儀真言宗本末寺号其外明細帳」※二冊一括（竜蔵院明細帳） 明治３年９月
水木村百姓代　安吉　　組頭　重
兵衞　　名主　宗兵衞

冊 1



Db１６１ 「願書」（百姓相続ニ付） 明治４年２月
安蘇郡水木村　髙實子孝重郎　　
他

冊 1

Db１６２ 「御願書」（鉄砲免許願） 明治４年９月
第四十五區安蘇郡水木村　願人　
　他百姓代　　組頭　　名主連印

日光縣御出役御役
所

冊 1

Db１６３ 「社地取調書上帳」（鹿嶋社ノ社地書上） 明治４年１０月 第六區組合安蘇郡水木村 冊 1

Db１６４ 「覚（水木村差出帳ノ一部書上）」 ※扣 明治４年１１月
水木村　百姓代　　組頭　　名主
連印

冊 1

Db１６５ 「開発御願書写」 明治５年９月
第四十五區安蘇郡水木村　長島
小重　　他５名連印

冊 1

Db１６６ 「開発御願書」 明治５年９月
第四十五區安蘇郡水木村　長島
小重　　他５名連印

冊 1

Db１６７ 「地券渡方御規則写」 明治５年９月 冊 1

Db１６８
「反取永見込書上帳」
「境内境外書上帳」
「御上地御払下ヶ願書」 ※三冊一括写

明治５年９月 第四十五區安蘇郡水木村 冊 1

Db１７０ 「御願書」（大川筋通リ外三道路ノ地租御用捨） 明治５年１０月
安蘇郡水木村戸長　　副戸長　　
百姓代連印

冊 1

Db１７１ 「公有地取調書上帳写」 明治６年１１月
第九大區六小區安蘇郡水木村
用掛　髙實子孝重郎所持

冊 1

Db１７３ 「願書」（百姓相続ニ付） 明治５年１１月
第四五區安蘇郡水木村願人惣
代　廣瀬金治郎　　他八名連印

杤木縣御出張御役
所

冊 1

Db１７４ 「願書」（百姓相続ニ付） 明治５年１１月
第四五區安蘇郡水木村願人　廣
瀬富太郎　　他七名連印

杤木縣御役所 冊 1



Db１７６ 「入会公有地地券願」 明治６年４月
第五大區六小區安蘇郡水木村
用掛　髙實子孝重郎　　他２名

冊 1

Db１７７ 「口書歎願」（鉄砲所持人仲間氷室山ニ集会ノ件ニ付一札) 明治６年５月１２日
水木村　菅井平八、廣瀬嘉平　　
他7名

冊 1

Db１７８ 「縅（威）猟銃新規願書写」 明治６年７月
第五大區六小區安蘇郡水木村
用掛　髙孝所持

冊 1

Db１７９ 「田方定免御歎願」 明治６年９月２６日
第九大區六小區安蘇郡水木村
田持惣代　　村役人連印

冊 1

Db１８１ 「御受書」（諸帳面相調ノ件承知奉畏候） 明治７年５月１３日
第五大區六小區安蘇郡水木村
用掛　髙實子孝重郎　　他２名

冊 1

Db１８２
「午年未年申年酉年出勤手間書抜帳」（村用掛ノ公用出張費等書
抜）

明治７年１０月
第五大區六小區安蘇郡水木村
用掛　髙實子孝重郎　　他１名

冊 1

Db１８３ 「午年未年申年酉年地券手間各所之出頭手間書抜差上帳」
明治８年正月２０
日

第五大區六小區安蘇郡水木村
用掛　髙實子孝重郎

冊 1

Db１８４ 「桐木植附書上帳」 明治８年３月 第九大區六小區安蘇郡水木村 冊 1

Db１８５ 「御請書」（村用掛不都合無之様可仕候請書） 明治８年７月
第九大區六小區安蘇郡水木村
用掛　髙實子孝重郎

冊 1

Db１８７ 「公有地取調書上帳」 明治８年９月２９日 第九大區六小區安蘇郡水木村 冊 1

Db１８８ 「公有地取調書上」 明治８年１２月 第九大區六小區安蘇郡水木村 冊 1

Db１８９ 「御検地ニ付御布告」 明治８年１２月 用掛　髙實子孝重郎所持 冊 1



Db１９０ 「開発地御届書」 明治８年１２月
第九大區六小區安蘇郡水木村
開発人惣代　廣瀬忠平　　他四
名連印

冊 1

Db１９１ 「廻達」（布告、縣令達等廻状） ※六冊一活
明治８年１２月〜９
年４月

水木村用掛 冊 1

Db１９２ 「御願」（堀敷ノ地租御用捨） 明治９年１月
第九大區六小區安蘇郡水木村
用掛一同

冊 1

Db１９３ 「公有地御受証」（地券証返納ノ件受証） 明治９年２月
第九大區六小區安蘇郡水木村
用掛　髙實子孝重郎　　他

冊 1

Db１９４ 「回章」（布告、縣令達等廻状） ※八冊一活
明治９年１月〜３
月

水木村用掛 冊 1

Db１９５ 「開田願書」 明治９年４月
第九大區六小區安蘇郡水木村
願人　髙實子國太郎　　他六名
連印

冊 1

Db１９６ 「用水路御願」（用水路地租除税願） 明治９年４月
第九大區六小區安蘇郡水木村
村役人連印

冊 1

Db１９８ 「行政警察規則拾八箇條　司法警察規則拾箇條」
（明治５年〜１１
年）

冊 1

Db１９９
「小前方ヨリ半兵衛之相懸リ候済口写」（先納金ノ儀ニ付小前ヨリ名
主半兵衛之相懸リ候一件）

嘉永２年６月 水木村小前一同 冊 1

Db２００
「村滞リ一件書面写」（村役人出府諸入用ヲ小前共ニ割合仕候処難
渋ノ趣申立差縺レ一件）

万延元年７月
野州安蘇郡水木村名主後見　孝
右衞門所持

冊 1

Db２０１
「柿平村平左衛門一件議定其外委細取調写置」（下畑壱畝拾步ノ所
有権出入一件）

慶応２年霜月 名主添　髙實子孝右衞門所持 冊 1

Db２０２ 「願人宗兵衛願書ヶ条写」（畑賣渡置候処難渋申懸ヶ候ニ付出訴） 慶応３年菊月 野州安蘇郡水木村名主　宗兵衞 冊 1

Db２０３
「河内郡木和田嶋村済口并嘆願書写」（貸借出入済口議定一札ト上
納ノ義ハ永納御聞済被成下度）

明治２年３月 木和田嶋村名主　　年寄等 冊 1



Db２０４ 「済口壱通」（御引米ノ義ニ付名主相手取出訴ノ件） 明治２年６月
野州河内郡塩野室村百姓　重内　
　他

冊 1

Db２０５ 「済口議定一札之事」（名主役ノ義ニ付小前ト名主混雑ノ件） 明治２年１２月
塩谷郡土屋村名主　久右衞門　　
他

冊 1

Db２０６ 「御伺書」（村方平和ニ相納候様御下知被成下置度御伺下書） 明治４年５月
安蘇郡水木村組頭　髙實子孝重
郎　　名主廣瀬半弥

冊 1

Db２０７
「済口為取替書」（日掛積立金ノ儀ニ付小前ヨリ元名主之相懸リ一
件）

明治４年７月４日 水木村　小前一同　　名主　　他 冊 1

Db２０８
「嘆願書」（日掛積立金ノ儀ニ付村方差縺候一件）
「願下願書」  ※二冊一括

明治４年７月５日 水木村　廣瀬庄蔵　　他 冊 1

Db２１３
「御願書」（小前三十二人ヨリ村用掛相手取リ用掛旅費等ニ付出訴
下書）

明治７年５月
第九大區六小區安蘇郡水木村
用掛　髙實子孝重郎　　廣瀬宗
平

冊 1

Db２１４
「御利解済御受書」（小前三十二人ヨリ村用掛之相懸リ帳面取調ノ件
下書）

明治７年５月１３日
第九大區六小區安蘇郡水木村
小前三十二人惣代　齋藤留蔵　　
他

冊 1

Db２１５
（１）（２）

「願書」「願書」（村方諸帳面取調ニ付小前三十二人ヨリ用掛之相懸
リ一件下書）  ※二冊一活

明治７年６月
第九大區六小區安蘇郡水木村
用掛　髙實子孝重郎　　廣瀬宗
平

冊 1

Db２１６ 「御伺書」（小前ヨリ用掛共之相懸リ候一件ニ付御伺） 明治７年７月
第九大區六小區安蘇郡水木村
用掛　髙實子孝重郎　　廣瀬宗
平

冊 1

Db２１７ 「済口証書」（村用掛旅費等ノ儀ニ付混雑致候一件下書）
明治８年正月２０
日

第九大區六小區安蘇郡水木村
小前三十二人惣代　齋藤留蔵　　
他

冊 1

Db２１８
「村方ヨリ苦情相立并半弥庄蔵之相懸差縺ニ付心覚」（村役人給料
ノ儀ニ付苦情申立差縺候一件）

明治７年１０月２９
日

第九大區六小區安蘇郡水木村
用掛　髙實子孝重郎　　廣瀬宗
平　　他

冊 1

Db２２１ 「入会秣場論一件上訴状写」 明治１７年
枋木縣下都賀郡梅沢村平民　小
沢作次　　　　　　他

冊 1



Db２２２
「柿平村三右衛門村方相手取候一件願書写」（水木村岩吉他六人
ガ同村地内ニ於テ、柿平村三右衛門倅善左衛門ガ運搬中ノ材木・
駄荷ヲ理不尽差押候一件記録。）

嘉永３年２月
野州安蘇郡水木村年寄　幸右衞
門

冊 1

Db２２３
「萬覚書」（水木村三郎兵衛相果候ニ付、弟ト養子ガ出入致候裁許
申付ノ覚。元禄四年当時米相場之事。等々。）

元禄４年８月３０日 水木村　鷹力氏 冊 1

Db２２４ 「車之通」（水車搗賃通帳）  ※三冊一括
文久３年　　明治２
年　　明治３年

車屋重左衞門 髙實子幸右衞門 冊 1

Db２２５
「水野和泉守様被成御渡候御書付之事」（元治元年七月十九日「禁
門ノ変」関係ノ老中達。等々）

元治元年
横田甚太郎家老　千原茂左衞門　
写

冊 1

Db２２６ 「出方扣」（金錢支出扣） （明治） 冊 1

Db２２８ 「通帳」（酒、卵等）
明治１９年２月吉
日

水木村みかりや 本家　髙實子孝重郎 冊 1

Db２２９ 「炭之通」（通帳）
明治２１年２月吉
日

牧村　澤屋半十郎
水木村　髙實子章三
郎

冊 1

Db２３０ 「字小滝雑木炭焼諸扣帳」
明治２１年２月吉
日

冊 1

注１

注２

注３

注４

注５

文書の番号項は、蔵書番号からの枝番号を示す。

年代項に（）と共に年号または年月日がついているものは推定が可能なもの。　□がついているものは、元号ないし月日の部分が文書に欠けた部分がある
事を示した。　□で字数を推定している。

□（虫損）と併記されておらず、史料名・年代・人名に□がついているものは、文字が読み取れなかったもの。　□で字数を推定している。

史料名項では、出来るだけ史料にある原題を「」内に記している。　但し、原題が無い史料の文意からとったものを仮表題として（）内に記した。　また、「」の
直後の（）は史料内容の補完説明とした。

差出人項及び受取人項で、　人名を例えば「○○○村名主　長左エ門」と一文字空けで記載されていた場合、○○○村名主長左エ門の本人を表した。　
また「○○○村名主（一文字空け）長左エ門（二文字空け）惣百姓」で記載されていた場合は「中之島村名主長左エ門」と「惣百姓」が別人であることを表し
た。



注６

注７

注８

形態項は、史料の形状により、冊、状、断簡などに分類している。

差出人項で人名漢字の「衛」と「エ」は、等しく「衛」と記した。

年代項で元号表記の場合は干支（または十二支）を除いた。　元号が記載されておらず干支（または十二支）のみが記載されている場合は干支（または十
二支）も記した。


